
発達障害者支援関係報告会2014年2月24日

「個別の指導計画を保育から始め、教育に引き継
ぐための仕掛け（ツールと人材育成方法）」

～「ＣＬＭと個別の指導計画」を活用して～

三重県立小児心療センターあすなろ学園

こどもの発達総合支援室 市町支援課

中村みゆき
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三重県の組織

健康福祉部 こども・家庭局 子どもの育ち推進課

子育て支援課

児童相談センター 中勢児童相談所
北勢児童相談所

南勢志摩児童相談所
紀州児童相談所
伊賀児童相談所

女性相談所

国児学園

草の実リハビリテーションセンター

あすなろ学園

○小児心療センターあすなろ学園

医療型入所施設であり、児童精神科の病院である。（外来診療、入院治療、医療連携、市町支援）

新規外来患者 ３４９名

外来患者 １７，７０８名

延べ入院患者 ２４，９１２名

（８０床） （平成２５年３月３１日現在）

＊三重県の人口 １，８４４千人

１８歳未満 ３１２千人 出生数 １５千人
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気になる子は増加傾向？

【小学校】

・３年生 ７．５％
・４年生 ７．８％
・５年生 ６．７％
・６年生 ６．３％

７．７％

【中学校】
・１年生 ４．８％
・２年生 ４．１％
・３年生 ３．２％

４．０％

文科省 Ｈ２４年１２月

６．３％ ６．５％

知的発達には遅れはないものの
学習面又は行動面で著しい困難を示すとされた子の割合

・１年生 ９．８％
・２年生 ８．２％

ＣＬＭでの早期支援が必要！！
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なぜ、あすなろ学園（医療機関）が
市町支援を？

子どもの気になる行動に対し、二次障がいが発現する前に、保
育所・幼稚園・学校など（敷居の低い所）で適切な早期支援を
途切れなく行うことによって問題行動を予防し、成長が期待で
きる

あすなろ学園の外来・入院治療、療育などの知識・技術を市町
の、保健（保健師）・福祉（保育士）・教育（教員）等に普及

4



気になる子の保育・教育

“困ってしまいます”

・子どもは先生に好かれたい、認められたい

・子どもはあそびや勉強が、できるようになりたい

↓
できないことがある

わからないことがある

①適切でない支援
「まだできないの！」
「早くしなさい！」

固まる・・・。

②適切でない支援
「さっさとしなさい！」

乱暴、暴言、飛び出し・・・
激しい行動化

“どうせぼくはできない・・・”
自尊感情の低落

⇒担任の子どもの理解とスキルアップが必要

「どのようにすれば・・・困ったわ」
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●通常保育・教育の中に気になる子どもが増えている

●担任がどのように保育・教育してよいかがわからない

↓
日常の保育・教育場面を活用した

気になる姿を観察するツール

ＣＬＭ

↓
子どもの自尊感情の育成や回復ができる

担任のための支援のシナリオ

個別の指導計画
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「ＣＬＭと個別の指導計画」

【ＣＬＭ】

ＣＬＭ（チェック・リスト・イン三重）は、保育所・幼稚園に
通う気になる子の行動等を観察し、個別の指導計画を
作成するために、「三重県あすなろ学園」で開発された
アセスメントツールです。

・ＣＬＭの活用においては「個別の指導計画」作成が必須となっています。
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「ＣＬＭと個別の指導計画」

【ＣＬＭ】

●対象：保育所・幼稚園等に通う“気になる子”

●ＣＬＭの種類：「３歳児クラス用」

「４歳児クラス・５歳児クラス用」

●判断のめやす：４段階

１：全くない （全くみられない）

２：あまりない （週１～２回）

３：少しある （週３～４回）

４：よくある （毎日見られる）

●診断名をつけたり障がいを特定したりするための使用は禁止
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「ＣＬＭと個別の指導計画」

【個別の指導計画】

●子どもの自尊感情の育成や回復が可能になるような
担任のための支援のシナリオ

●治すのではなく、育てるプログラム

●作成手順の明確化
①ＣＬＭのチェックと項目の選定
②エピソード作成と選定
③要因分析
④目標の設定（２週間以内で成功できる目標）
⑤クラス環境の整え
⑥クラス全体の支援
⑦個別の支援
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１．保育から始め教育に引き継ぐための仕掛け

２．人材育成

10

「ＣＬＭと個別の指導計画」という「ツール」
に含まれる要素



１．保育から始め教育に引き継ぐための仕掛け

【ステップ５】
１年生訪問

【ステップ１】
保健・福祉・教育の

途切れのない支援システム

【ステップ２】
「ＣＬＭの集団チェックと

個別の指導計画」

【ステップ３】
評価会

【ステップ４】
引き継ぎ会
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１．保育から始め教育に引き継ぐための仕掛け

【Ｓ１】
保健・福祉・教育の

途切れのない支援システム
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【Ｓ１】保健・福祉・教育の途切れのない支援システム

Ⅰ 発達総合支援室・機能の設置

保健・福祉・教育等部局の一元的組織：ワンストップ窓口

Ⅱ みえ発達障がい支援システムアドバイザー研修
市町の核となる人材育成（保健師・保育士・教員）

１年間のあすなろ学園研修の後、市町の発達総合支援室に配置

Ⅲ「ＣＬＭと個別の指導計画」による保育所・幼稚園での

早期支援
保健師・保育士・教員及び担当部署職員の人材育成と支援の引き継ぎ
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保護者

・学校でのトラブルが絶
えない・・・
・家でもケンカばかり

保健師（アドバイザー）保育士

（アドバイザー）

指導主事（アドバイザー）

発達総合支援室

保育所・幼稚園

学校

引き継ぎ

あすなろ学園

【Ｓ１】保健・福祉・教育の途切れのない支援システム
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１．保育から始め教育に引き継ぐための仕掛け

【Ｓ２】
「ＣＬＭの集団チェックと

個別の指導計画」
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「就学前年に保育所等での『ＣＬＭと個別の指導計画』
作成に保健・福祉・教育担当者が参加」

学校からの参加

【小学校】
小学校校長、

コーディネーター
養護教諭

【保育所・幼稚園】
担任・園長等

「CLMと個別の指導計画」
児の共通理解

【専門機関】
あすなろ学園

【市町の発達総合支援室】
保健師・保育士・教員

ケース管理 参
加 巡回指導・助言
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【事前準備】 担任がチェックを行い、個別の指導計画 Ｎo１．Ｎｏ２の記入

【当日】
ＣＬＭの集団チェックと個別の指導計画検討会

＜参加者：保健・福祉・教育＞
＊発達総合支援室（保健師・保育士・教員）
＊保健センター：保健師 ＊児童福祉課：行政（保育士）
＊教育委員会：行政（指導主事）
＊校長、コーディネーター

＜ＣＬＭの実施＞
＊観察時間：９：３０～１０：３０
＊観察場面：チェックされやすい場面
・椅子取りゲームや制作など課題保育
・自由保育

＜個別の指導計画検討会＞
＊時間：１０：３０～１２：００
＊チェック項目の集計→項目の絞り込み→指導計画作成
＊作成：要因や気持ち・目標

具体的指導方法

＜参加者＞
検討会参加者

＜評価内容＞
・実施した結果

どうであったか
・実施回数、成功率
・次の目標

【Ｓ２】「ＣＬＭの集団チェックと個別の指導計画」の作成

【Ｓ３】評価会
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事例：ＴＯＭ
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ＴＯＭの姿

【よいところ】

・ブロックや虫とりが大好き

・先生と遊ぶと落ちついて、楽しめる

・優しいところもあり、お手伝いを進んでしてくれる

【気になるところ】

・思い通りにならないとイライラして物を投げ、先生に注意され

ると外に飛び出す

・ブロックや虫取りなど同じ遊びばかりする

・制作やリズムの時、できないと外に出ていく

・困ったことがあっても、伝えられない（助けを求められない）
19



クラスの様子

【よいところ】

・明るく、元気な子どもが多い

・年少さんには優しい

【気になるところ】

・クラス全体が騒がしい

・落ち着いて話を聞くことが苦手な子が多い

・ＴＯＭのような行動をする子がクラスに５名位いる
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No1：プロフィール

名前：ＴＯＭ （男・女）
Ｈ○年△月生（５歳 ５ケ月）

◎園名 ＳＡＫＵＲＡ 園

◎家族構成

父 母 姉 祖母

◎園の住所・連絡先
住所：ＡＳＵＮＡＲＯ 町

☎：000-111-222
ＦＡＸ：000-111-223

◎成育歴
（歩行開始時期、発語など現在までの経過）

歩行開始：１２か月
発語：８か月（ブーブー、バー）
ことば：１才（まんま、だい（ちょうだい））

入所年月日： Ｈ△ 年 ○○ 月 □ 日

転園年月日： 年 月 日

クラス名（年少・年中・年長）（23名）
（男:13名 女:10名）

担任名：ＭＯＲＩ 複数担任の場合（０）名
本児のみの加配保育士名（ 有・無 ）
本児を含む複数の児の加配保育士（有・無１対 名）

◎健康診査
・１歳６か月 よく動く 指摘なし

・３歳 折り紙をしたがらなかった 特に指摘なし

◎ＣＬＭで４点とチェックされた項目

・ＣＬＭ ３歳児クラス用

・ＣＬＭ ４歳児クラス ５歳児クラス用

２．３．７．８．１０．１１．１２

◎受診している医療機関、療育機関等

◎福祉の利用（手帳・支援費・コーディネーター登録等）

担任が「４：よくある」と
チェックした項目を挙げる
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名前：ＴＯＭ 市町名（ＡＳＵＮＡＲＯ）園名（ＳＡKＵＲＡ）クラス名（ＴＯＲＩ）

＊担任の願い

部屋から出て行くことなくみ
んなと一緒に過ごしてほしい

＊好きなこと・興味のあること・よいところ

虫とり、ブロックが好き。担任と二人で遊んでいるときは嬉
しそうで、落ちついて手伝いができる。

２．片づけができない
・好きなブロック遊びをしていると終われない。

・虫だけは大事に虫かごに入れるが、虫取り
網は園庭に放ってある。

３．先生の指示を聞いて行動できない
・「ハサミとノリを持ってきましょう」と言っても、
ウロウロしている。

・「遊戯室にいきます」と声をかけても、虫か
ごを見てからでないと動けない。

７．落ち着きがなく、よく動く
・お着替えの時、ウロウロしており、「早くしな
さい」と言われると近くにいる友だちを叩く。

・給食の時、好きなものだけを食べると立ち
歩く。

８．どんな場面でもよく喋る
・朝の会や行事の時など、話を聞かなければ
いけない時に、喋りだす。

・絵本の読み聞かせの時、大好きな虫が出
てくると喋りだす。

１０．友だちとトラブルをよく起こす

・大好きなブロック遊びや図鑑を見ている
ときに、友だちが何度も「かして」と声をか
けると、イライラして投げる。

・大好きな虫を他児が触ろうとすると、割っ
て入る。

１１．集団活動に最後まで参加できない

・制作やリズムの時、できないと外に
出ていく。

・クラス全員でサッカーをする時、自分に
ボールが回ってこないと、集団から出てい
く。

１２．同じあそびしか行わず、あそびが発
展しない
・ブロック、積み木、虫とり、滑り台ばかり
をしている。

・ブロックあそびでは、いつも同じ形の車を
作っている。

No2：エピソード

①
担任が
「４：よくある」と
チェックした
項目を挙げる

②
具体的な場面や

子どもの様子な
どエピソードを
例示する
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項目 担任

１ 登園、降園の支度や給食の準備など一連の動作が途切れやすい ３

２ 片づけができない ４

３ 先生の指示を聞いて行動できない ４

４ 初めて取り組むことに参加できない ３

５ 自分の思いをことばで表現できない ３

６ 文字、数字、形などに興味を示さない ２

７ 落ち着きがなく、よく動く ４

８ どんな場面でもよく喋る ４

９ 日課、習慣、場所、時間、道順などを変更しにくい ３

10 友だちとトラブルをよく起こす ４

11 集団活動に最後まで参加できない ４

12 同じあそびしか行わず、あそびが発展しない ４

13 あそびが次々と移っていく ３

14 ごっこあそびができない ３

15 制作活動（描画、折り紙、工作など）をしたがらない ３

16 ハサミ、鉛筆、箸などの操作がうまくできない ３

（４歳児クラス・５歳児クラス用）

担任が
ＣＬＭをチェックする

23



項目 担任

１ 登園、降園の支度や給食の準備など一連の動作が途切れやすい ３

２ 片づけができない ４

３ 先生の指示を聞いて行動できない ４

４ 初めて取り組むことに参加できない ３

５ 自分の思いをことばで表現できない ３

６ 文字、数字、形などに興味を示さない ２

７ 落ち着きがなく、よく動く ４

８ どんな場面でもよく喋る ４

９ 日課、習慣、場所、時間、道順などを変更しにくい ３

10 友だちとトラブルをよく起こす ４

11 集団活動に最後まで参加できない ４

12 同じあそびしか行わず、あそびが発展しない ４

13 あそびが次々と移っていく ３

14 ごっこあそびができない ３

15 制作活動（描画、折り紙、工作など）をしたがらない ３

16 ハサミ、鉛筆、箸などの操作がうまくできない ３

集計表 （４歳児クラス・５歳児クラス用）

福祉 校長 保健師 合計

４

４ ４

８

８４

４

４ ４

４

８４

４４

４ ４

１６

１２

１６

１２

集団で
ＣＬＭをチェックする
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５月 「ＣＬＭの集団チェックと個別の指導計画」作成 （１回目）
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「ＣＬＭと個別の指導計画」

【個別の指導計画】

《気になる子の支援とクラス全体の支援》
●気になる子の支援は、

●クラスの他の子どもへの支援とバランスを保ちながら

●日常の園生活のなかで、

●育ち合いを軸として、適切な支援を行うことを目的にしています。

《適切な支援》

●すべての子どもにわかりやすい保育

●規律のある保育

クラス作りと他の気になる子への支援も同時に解決
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名前： ＴＯＭ （５歳５ケ月） ＡＳＵＮＡＲＯ 町 ＳＡＫＵＲＡ 園

絞り込まれたチェック項目
（１１）集団活動に最後まで参加できない
エピソード
制作やリズムの時、できないと外へ出ていく

要因や気持ち
衝動性が高い？ 見通しが持てない？
不器用？ 集中時間が短い？
困った時に助けを求められない？

目標 制作活動の途中に部屋から出ず、最後まで取り組むことができるようになる

期間 具 体 的 な 指 導 方 法

4/15
～

4/30

(3回)

<クラス環境の整えとクラス全体の支援>

・机の上は整理して
物を置けるようにする。

・グループ分けは、衝動性の高い子
との組み合わせは避ける。

・工程表を使って説明する。

・わからない時は、手を挙げて「手
伝って」と言うように説明する。

・「手伝って」と言えたらほめる。

＜個別の支援＞
・１回につき２工程ずつ進める教材を準備する
①点線をなぞる ②はさみで切る

③点線をなぞる ④はさみで切る

⑤うろこを貼る ⑥目をかく

・担任がそばで１００％～９０％支援をする。
徐々に支援を引いていく。

・わからない時は、「手伝って」と言えるように
促す。
・制作活動の時間は１５分程にする。

残りの時間は１５分程昆虫の本を読む。
出来たら大好きな昆虫のシールを貼る。

・毎回できたら誉める。

月日 ○× 特記事項

評価日

５月１日（水）15:00～

No３：プラン

結果・評価
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１．保育から始め教育に引き継ぐための仕掛け

【Ｓ３】
評価会
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【参加者: 保健・福祉・教育】

＊発達総合支援室（保健師・保育士・教員）

＊保健センター：保健師

＊児童福祉課：行政

＊教育委員会：行政（指導主事）

＊校長、コーディネーター

●計画が終了する毎に行う
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名前： ＴＯＭ （５歳５ケ月） ＡＳＵＮＡＲＯ 町 ＳＡＫＵＲＡ 園

絞り込まれたチェック項目
（１１）集団活動に最後まで参加できない
エピソード
制作やリズムの時、できないと外へ出ていく

要因や気持ち
衝動性が高い？ 見通しが持てない？
不器用？ 集中時間が短い？
困った時に助けを求められない？

目標 制作活動の途中に部屋から出ず、最後まで取り組むことができるようになる

期間 具 体 的 な 指 導 方 法

4/15
～

4/30

(3回)

<クラス環境の整えとクラス全体の支援>

・机の上は整理して
物を置けるようにする。

・グループ分けは、衝動性の高い子
との組み合わせは避ける。

・工程表を使って説明する。

・わからない時は、手を挙げて「手
伝って」と言うように説明する。

・「手伝って」と言えたらほめる。

＜個別の支援＞
・１回につき２工程ずつ進める教材を準備する
①点線をなぞる ②はさみで切る

③点線をなぞる ④はさみで切る

⑤うろこを貼る ⑥目をかく

・担任がそばで１００％～９０％支援をする。
徐々に支援を引いていく。

・わからない時は、「手伝って」と言えるように
促す。
・制作活動の時間は１５分程にする。

残りの時間は１５分程昆虫の本を読む。
出来たら大好きな昆虫のシールを貼る。

・毎回できたら誉める。

月日 ○× 特記事項

評価日

５月１日（水）15:00～

No３：プラン

結果・評価

３／３ 成功

継続か
新規計画か

4/15 ○ 最後までできた

4/20  ○ 最後までできた

4/30  ○ 最後までできた
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１．保育から始め教育に引き継ぐための仕掛け

【Ｓ４】
引き継ぎ会
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【小学校】
小学校校長、

コーディネーター
養護教諭

【保育所・幼稚園】
担任・園長等

「CLMと個別の指導計画」
児の共通理解

【専門機関】
あすなろ学園

【市町の発達総合支援室】
保健師・保育士・教員

ケース管理

助言

「個別の指導計画を小学校に引き継ぐ」

ＮＯ４にて
具体的支援方法
の引き継ぎ
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NO４ 引き継ぎ資料

名前：ＴＯＭ ＳＡＫＵＲＡ 園 ⇒ ＹＵＲＩ 小学校

項 目 目標としたこと 支援した手立て 現在の様子及び引き継ぎ事項

基本的生活
習慣

・片づけができるよ
うになる

・イス一つから始めて、片づける物
を増やした。

・クラス全体への声かけで、周りを見て、
片づけるようになった

理解 ・初めて取り組む活
動に、参加できるよ
うになる

・事前に絵図を使って、活動の説
明をして、担任とロールプレイをし
た。

・事前に担任と予習をすることで、不安
なく参加できるようになった

行動 ・朝の会の時、担任
の話を最後まで喋
らずに聞けるように
なる

・クラス全体に話を聞く時の約束を
した。

・喋り出しそうになった時は、“静
かにカード”で気づかせた。

・クラス全体の約束が有効。クラスの中
で認められたい気持ちが強い。

・静かにカードを見て、気づくことができ
る。

社会性 ・「かして」「いいよ」
のやりとりができる
ようになる

・「かして」「いいよ」の練習をした。
・うまく言えた姿をほめた。

・「かして」と言えるようになった。

活動・
あそび

制作活動の途中に
部屋から出ず、最
後まで取り組むこと
ができるようになる

・最初は１５分くらいの取り組みか
ら始めた。

・点線なぞりからスタート、「手伝っ
て」を定着、余った時間は興味の
ある本などを見て待つようにした。

・わからないとき、できないとき「手伝っ
て」と言えるようになり、最後まで取り組
めるようになり、飛び出さなくなった。

手指動作 ・はさみで曲線が切
れるようになる

・担任と個別に関わり、直線を短く
切ることから始め、紙を支える手
の動かし方を教えた。

・教材を工夫することで、短い曲線が切
れるようになった。

指導のポイ
ント

・事前に絵図を使って説明し、ロールプレイをすることで、安心して集団に参加できる。
・できそうな小さな目標から少しずつ取り組むことが有効。
・集団の中でも、「手伝って」と言えるように、担任と信頼関係を構築する。

１年生の担任は、１学期の図工の時間
はこのような支援からスタートする
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さらに 具体的な引き継ぎ

【参加者】

保育園担任、１年生担任、本人、保護者

【時期】春休み

【方法】

• 子どもの目の前で支援アイテムを引き継ぐ

• 握手やハイタッチでキーパーソン（担任）の移行

34



№４：支援の引継書 

記入日： 25年 ２月 日記入者（                ） 

名前： A              ［       ］保育所・幼稚園→［      C     ］小学校 

項 目 目標としたこと 支援した手立て 現在の様子及び引き継ぎ事項 

〈基本的生活習慣〉 

食事、排泄、着脱、身の回りの

準備・片付け等 

・テレビ（ＤＶＤ）視聴時間を決め

る。 

家庭でのＤVＤ（TV）の視聴が多く、本児に見る番組を担

任と約束して決めたり、家庭に声をけ時間を決めたり、

見ていない時は消すことを伝えた。意識が継続されるよ

う度々声をかける。 

視聴時間が短い時は指示が入りやすく落ち着いて生活できて

いる。「約束」を活動の前に言い続けていかないと忘れてしま

い、意識し続けらられない。 

〈ことば〉 

ことばの意味理解、指示と行動

のつながり、喋りすぎる等 

・場面に応じた言葉のやりとりの仕

方を覚える。 

 

 

「入れて・いいよ」「どうぞ・ありがとう」など生活や

遊びの中で必要な言葉を、意図的に場面をとらえ、やり

とりをした。やりとりの前には、ふさわしい言葉を絵図

の吹き出しに当てはめたりして伝える機会を設けた。 

様々な言葉は知っている。（特におもしろい言葉は入りやす

い。）しかし、遊びや生活に必要な言葉をその時々に使用でき

ないこともある。知っている＝理解 にはつながっていないた

め言葉と意味を教える必要がある。 

〈対人関係〉 

友だち関係、大人との関係、 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの取り方 

・友達をたたかない。 

（蹴らない・つねらない） 

・人の命令に従わない。 

 

SST を行い友達との関わり方（コミュニーケーション）

を具体的に知らせたり相手の気持ちを考える時間を設け

たりした。「ＯＯちゃんの言っていることがよくないこ

とだったら真似してはいけない」ことを繰り返し伝えた。

思い込みや勘違いから根に持ちやすい。終わったトラブルは解

決したときに「もう終わったことだから気にしない」ことをし

っかり伝える。過敏性があり友達を必要以上に触りたくなるた

め、相手が困っていることを伝える。 

〈社会性〉 

マナー、善悪の判断、順番を守

る、暴言暴力等 

・相手の気持ちを知る。 

・人をむやみに触らない。 

 

 

相手の気持ちが理解できるよう、表情カードを使用し、

その都度相手の気持ちを知らせるようにした。優しい言

葉を使った時は褒め、本児が褒められて「嬉しい」とい

う気持ちが感じられる場面を多く設けた。 

気持ちのコントロールが出来ない時は、相手が不快になる言葉

や態度をとる。本児の気持ちを代弁しながら気持ちを落ち着か

せ、言葉で気持ちを伝えられるようにする。 

〈行動面〉 

集団行動への適応、落ち着きな

くよく動く、衝動性がある等 

・落ち着いて活動に参加する。 

 

 

朝の会の一つ一つの活動を確実にできるよう、良い姿勢

カードを掲示したり立つ場所に印をつけたりした。朝の

会の流れを絵で示し見通しが持てるようにした。できた

らご褒美カード（こころちゃん）を貼ったり個別にサイ

ンをだして褒めた。 

するべき事が理解できなかったり見通しを持てなかったりす

ると落ち着かなくなる。視覚支援（手順表や工程表）で知らせ

ると理解しやすい。「成功体験」が本児の自信につながり、次

への意欲になる。 

〈あそび（自由時間）〉 

ルールの理解、遊びの持続、次

への切り替えなど 

・遊び方（道具の使い方、やりとり

など）を覚える。 

保育士が一緒に遊びながら、遊び方（道具の使い方、や

りとりなど）を教え続けた。 

集団遊びはルールが理解できるまで一緒について遊び、自由遊

びも細かく遊び方を知らせる必要がある。力加減が難しいため

距離感や、力加減など具体的に教えなくてはいけない。 

本児にとっての有効な支援方、

配慮など 

・『自分もできる！』という自信が本児の活動意欲につながっているため、分かりやすい説明と同時に目で見て分かるよう視覚支援があると良い。 

・生活の流れ、活動の流れが目で見て分かることで見通しが持て落ち着いて生活できる。 

・相手の気持ちが分からなかったり不快になる言葉を遣ったりするため SST で伝える。 

・褒める時は「～くんすごいね！」と言う言葉が伝わる。禁止の言葉がけより「どうだった？」と本児に問いかけることが有効と思われる。 

見通しが持てる支援が有効

場面に応じた言葉の使い方がわかる
支援グッズが有効
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教頭先生「小学校に貼っておき
ます。守れますか？」
園児「はーい！」

保育園の担任から小学校の教頭先生へ
「みんなが楽しく遊べるための

約束カードです」
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１．保育から始め教育に引き継ぐための仕掛け

【Ｓ５】
１年生訪問
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【小学校】
小学校校長、

コーディネーター
養護教諭

【保育所・幼稚園】
担任・園長等

【専門機関】
あすなろ学園

【市町の発達総合支援室】
保健師・保育士・教員

ケース管理

「１年生訪問」（翌年春）
授業参観＆校内研修会（校内委員会）

支
援
の
引
き
継
ぎ
確
認

助言
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１年生の授業の様子

子育て支援グループと
保育園の先生で、

１年生訪問をしました。

教室の入り口には保育
園で使った「遊びの約束

カード」
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２．人材育成

「目利き」

・ＣＬＭチェック
・エピソード
・要因分析
・要因と支援の相関

「腕利き」

担任のための
支援のシナリオ
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項目 担任

１ 登園、降園の支度や給食の準備など一連の動作が途切れやすい ３

２ 片づけができない ４

３ 先生の指示を聞いて行動できない ４

４ 初めて取り組むことに参加できない ３

５ 自分の思いをことばで表現できない ３

６ 文字、数字、形などに興味を示さない ２

７ 落ち着きがなく、よく動く ４

８ どんな場面でもよく喋る ４

９ 日課、習慣、場所、時間、道順などを変更しにくい ３

10 友だちとトラブルをよく起こす ４

11 集団活動に最後まで参加できない ４

12 同じあそびしか行わず、あそびが発展しない ４

13 あそびが次々と移っていく ３

14 ごっこあそびができない ３

15 制作活動（描画、折り紙、工作など）をしたがらない ３

16 ハサミ、鉛筆、箸などの操作がうまくできない ３

（４歳児クラス・５歳児クラス用）

「目利き」
ＣＬＭをチェックする
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名前：ＴＯＭ 市町名（ＡＳＵＮＡＲＯ）園名（ＳＡKＵＲＡ）クラス名（ＴＯＲＩ）

＊担任の願い

部屋から出て行くことなくみ
んなと一緒に過ごしてほしい

＊好きなこと・興味のあること・よいところ

虫とり、ブロックが好き。担任と二人で遊んでいるときは嬉
しそうで、落ちついて手伝いができる。

２．片づけができない
・好きなブロック遊びをしていると終われない。

・虫だけは大事に虫かごに入れるが、虫取り
網は園庭に放ってある。

３．先生の指示を聞いて行動できない
・「ハサミとノリを持ってきましょう」と言っても、
ウロウロしている。

・「遊戯室にいきます」と声をかけても、虫か
ごを見てからでないと動けない。

７．落ち着きがなく、よく動く
・お着替えの時、ウロウロしており、「早くしな
さい」と言われると近くにいる友だちを叩く。

・給食の時、好きなものだけを食べると立ち
歩く。

８．どんな場面でもよく喋る
・朝の会や行事の時など、話を聞かなければ
いけない時に、喋りだす。

・絵本の読み聞かせの時、大好きな虫が出
てくると喋りだす。

１０．友だちとトラブルをよく起こす

・大好きなブロック遊びや図鑑を見ている
ときに、友だちが何度も「かして」と声をか
けると、イライラして投げる。

・大好きな虫を他児が触ろうとすると、割っ
て入る。

１１．集団活動に最後まで参加できない

・制作やリズムの時、できないと外に
出ていく。

・クラス全員でサッカーをする時、自分に
ボールが回ってこないと、集団から出てい
く。

１２．同じあそびしか行わず、あそびが発
展しない
・ブロック、積み木、虫とり、滑り台ばかり
をしている。

・ブロックあそびでは、いつも同じ形の車を
作っている。

No2：エピソード

①
担任が
「４：よくある」と
チェックした
項目を挙げる

②
具体的な場面や

子どもの様子な
どエピソードを
例示する

「目利き」
エピソードを書く

日常保育の中での姿をＣＬＭ項目に従っ
て詳細に観察する

エピソードから目標を導き出すことも狙い
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項目 担任

１ 登園、降園の支度や給食の準備など一連の動作が途切れやすい ３

２ 片づけができない ４

３ 先生の指示を聞いて行動できない ４

４ 初めて取り組むことに参加できない ３

５ 自分の思いをことばで表現できない ３

６ 文字、数字、形などに興味を示さない ２

７ 落ち着きがなく、よく動く ４

８ どんな場面でもよく喋る ４

９ 日課、習慣、場所、時間、道順などを変更しにくい ３

10 友だちとトラブルをよく起こす ４

11 集団活動に最後まで参加できない ４

12 同じあそびしか行わず、あそびが発展しない ４

13 あそびが次々と移っていく ３

14 ごっこあそびができない ３

15 制作活動（描画、折り紙、工作など）をしたがらない ３

16 ハサミ、鉛筆、箸などの操作がうまくできない ３

集計表 （４歳児クラス・５歳児クラス用）

福祉 校長 保健師 合計

４

４ ４

８

８４

４

４ ４

４

８４

４４

４ ４

１６

１２

１６

１２

集団で
ＣＬＭをチェック
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「絞り込まれたチェック項目とそのエピソードから
要因や気持ちを推察」

【要因や気持ち】

①衝動性が高い？

②見通しが持てない？

③不器用？

④集中時間が短い？

⑤困ったときに助けを求められない？

⑥活動後の待ち時間？

【チェック項目】 （１１）集団活動に最後まで参加できない

【エピソード】 ・制作やリズムの時、できないと外に出ていく
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「要因と支援の相関関係」

①衝動性が高い→テンションが上がる子との距離をとる
②見通しが持てない→全工程がわかる手順表
③不器用→分かりやすく、取り組みやすい教材、９０％支援
④集中時間が短い→制作時間を短くする
⑤困ったときに助けを求められない→「せんせー」や「手伝って」が

言える
⑥活動後の待ち時間→好きな絵本を見て待つ

【目標】 制作活動の途中に部屋から出ず、最後まで取り組む
ことができるようになる

「目利き」
要因と支援の相関
“根拠のある支援”
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「個別の指導計画」の構造
（担任のための支援のシナリオ＝腕利き）

１．クラス環境の整え

２．クラス全体の支援

「集団力動の活用」「育ち合い」

３．個別の支援

「腕利き」

適切な保育・教育とは

『すべての子どもに分かりやすく
規律のある保育・教育』
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名前： ＴＯＭ （５歳５ケ月） ＡＳＵＮＡＲＯ 町 ＳＡＫＵＲＡ 園

絞り込まれたチェック項目
（１１）集団活動に最後まで参加できない
エピソード
制作やリズムの時、できないと外へ出ていく

要因や気持ち
衝動性が高い？ 見通しが持てない？
不器用？ 集中時間が短い？
困った時に助けを求められない？

目標 制作活動の途中に部屋から出ず、最後まで取り組むことができるようになる

期間 具 体 的 な 指 導 方 法

4/15
～

4/30

(3回)

<クラス環境の整えとクラス全体の支援>

・机の上は整理して
物を置けるようにする。

・グループ分けは、衝動性の高い子
との組み合わせは避ける。

・工程表を使って説明する。

・わからない時は、手を挙げて「手
伝って」と言うように説明する。

・「手伝って」と言えたらほめる。

＜個別の支援＞
・１回につき２工程ずつ進める教材を準備する
①点線をなぞる ②はさみで切る

③点線をなぞる ④はさみで切る

⑤うろこを貼る ⑥目をかく

・担任がそばで１００％～９０％支援をする。
徐々に支援を引いていく。

・わからない時は、「手伝って」と言えるように
促す。
・制作活動の時間は１５分程にする。

残りの時間は１５分程昆虫の本を読む。
出来たら大好きな昆虫のシールを貼る。

・毎回できたら誉める。

月日 ○× 特記事項

評価日

５月１日（水）15:00～

No３：プラン

結果・評価

「目利き」
ＣＬＭチェック
エピソード
目標設定

「腕利き」
「担任のための支援のシナリオ」

環境の整え・クラス全体の支援・個
別の支援をシナリオ通りに実行

「目利き」
要因
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・目標の優先順位は成功しそうな
ことから

・「要因や気持ち」と支援との相関
⇒根拠のある計画

・「ピンポイント」で具体的な目標

・目標が達成されたか（○×）
・新たな目標を設定

・「１０日間以内で成功」
・「一貫したぶれない支援」
・「９０％支援」「支援の引き算」
・「成功体験」

・現在の問題行動の背景にある
要因を探り出す
「理解は？」「記憶は？」
「特性は？」
「信頼関係は？」

個別の指導計画の要点

実 施評 価

アセスメント 計 画

Ｄ

ＰＡ

Ｓ
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名
前 年 組 平成 年 月 日生 歳

子
ど
も
の
様

子

・一斉指導での指示が入りにくい。
・切り替えに時間がかかる。
・場の状況の判断がつきにくい。
・文章を書いたり、読んだりすることが難しい。漢字を覚えにくい。

長

期

目

標

【本人・保護者の思い】
・学力がついていけるかどうか心配している。

【長期目標】
・場の状況に応じて、行動することができる。
・2年生で習う漢字を定着させる。

短期目標 具体的な支援の内容 ＡＢＣ 評価

学

習

・漢字テストで、8割とることができ
る。

・放課後に、個別で補充学習
を行う。
・５０問のテスト前には、レ
ベル１～レベル４まで、順に
覚えさせ、
スモールステップで達成感を
もたせる。
・家庭と連携していく。

Ｂ
・漢字のまとめのテス
トでは、９２点、９６
点をとることができた。
・毎日の漢字練習やな
おしなど、最後まで取
り組んだ。
・しかし、記憶の持続
は難しい。

生

活
・
身

体

・朝の支度を時間内にすることができ
る。

・朝することを構造化して掲
示する。
・できているときに本人に向
けて出す合図を決めて、評価
する。
・終わったら、できることを
伝える。

Ｃ ・切り替えが難しく、
声をかけることができ
ないと、３０分ぐらい
行動が滞っていること
がある。
・評価を見える形で示
すようにしていきたい。

社

会

性

・わからない時や、困ったときに教師
に気持ちを伝える事ができる。

・ろうかや教室で静かに過ごすことが
できる。

・わからない時や困ったとき
には、手を挙げて伝えさ
せる。

・休み時間など、関わる時間
を増やし、信頼関係を深
める。

・週の初めには、全体でクラ
スのルールの確認をし、
個別に声掛けをする。

・一人で静かに過ごせる方法
を本人に選択させる。

Ｂ

Ｂ

・困ったときに、手を
挙げてよぶことができ
るようになりつつある。

・廊下で騒ぐことはか
なり少なくなったが、
まだ時々見られる。

で
き
て
い
な
い
姿
を

思
い
浮
か
べ
て
・・・・

な
ん
と
な
く
、

こ
う
し
て
み
る
と

い
い
か
な
ぁ
・・・・

い
ろ
い
ろ
な
目
標
を
考
え
る
・・・

目標を決め、そのまま支援の内容を考える

・学期ごとに、個別の指導計画の交流会を開催。
・学期ごとに、評価。

・通常学級の支援の必要な児童と、特別支援学級に
在籍している児童について作成している。

要因や気持ち
は記入されない

児童の
全体的な様子
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短

期

目

標

具
体
的
な
支
援
の
内
容

評

価
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）

担
任
の
願
い
・
絞
り
込
み

目

標

設

定

要

因

分

析

支
援
方
法
を
考
え
る

評

価
（
○
か
×
）

一般的な
個別の指導計画

ＣＬＭと
個別の指導計画

Ｃ
Ｌ
Ｍ
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト

相
関
性

た
く
さ
ん
思
い
つ
く
。

な
ん
と
な
く
、

こ
う
し
て
み
よ
う

か
な
。 Ａ：改善

Ｂ：継続
Ｃ：見直し

成功しやすいもの一
つに絞り、
より具体的にたてる。

な
ん
で
か
な
？

学
級
全
体
へ
の
支
援

個
別
の
支
援

うまくいかな
かったら、その
時点で、目標設
定や要因分析を
見直す

根
拠
が
あ
る
。

繰り返し行う

学期ごと

1～２週間
程度
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ＮＯ．３：プラン

名前： A （○ 歳 ○ケ月） 市町名（ ） 園名（ ）

絞り込まれたチェック項目

（14）友だちとトラブルをよく起こす
エピソード

・授業中立ち歩いて、友だちの文房具を取ってしまう

要因や気持ち

・勉強がわからない

・課題が終わってしまって退屈

目標 算数の授業中、座っていることができる

期間 具 体 的 な 指 導 方 法 結 果 ・ 評 価

5/27

（話）

＜クラス環境の整えとクラス全体の支援＞ ＜個別の支援＞ 月日 ○× 特記事項

5/28

（火）

6/7

（金）

(9回)

・座席 刺激の少ない配置にする

・授業の構造化

①

②

③

・課題の限界設定を決めておく

（どの程度の課題をさせるか）

・クラスのルールを決め、授業のはじめに確認する。

（ルールは、画用紙に明示し、きっちりさせる）

・クラス全員でシール評価をする。

・チャイムで終わる。

・本人に事前に話をする。

（今までできていることをほめる）

（校長先生にもほめてもらう）

・タオルで冷やすなど、体温を下げる。

・先生との合図を決めておく。（ＯＫサインなど）

・先生とシール評価をする。

（授業の終わりに、即時評価）

・離席しそうになったら、合図をする。

・Ａ個人用のシール評価

評価日： ６ 月 ７ 日（ 金 ） ： ～

「授業中は立ち歩きません」

・わからない時→手を挙げて先生を待ちます。

・終わった時→手を挙げて、先生に点検して
もらい、お楽しみプリントをします。

＊目標・指導計画は、すぐに実践できる具体的な内容にします。 記入日：Ｈ２７年 ５月２７日 記（ ）

絞り込まれた項目：（１４）友だちとトラブルをよく起こす

目標：算数の授業中、座っていることができる

要因や気持ち：
・勉強がわからない
・課題が終わってしまって退屈

・

＜クラス環境の整えとクラス全体の支援＞

・座席

・授業の構造化
①今日の課題を考える
②ペアで伝え合う
③発表する
④練習問題

・課題の限界設定を決めておく
（どの程度の課題をさせるか）

・クラスのルールを決め、授業のはじめに確認する。

「授業中は、立ち歩きません」

・わからない時→手を挙げて先生を待ちます。

・終わった時→手を挙げて、先生に点検してもらい、
お楽しみプリントをします。

(ルールは、画用紙に明示し、きっちりさせる）
・クラス全員でシール評価をする。
・チャイムで終わる。

＜個別の支援＞
・本人に事前に話をする。
（今までできていることをほめる）
（校長先生にもほめてもらう）
・タオルで冷やすなど、体温を下げる。
・先生との合図を決めておく。

（ＯＫサインなど）
・先生とシール評価をする。

（授業の終わりに、即時評価）
・離席しそうになったら、合図をする。

（Ａ個人用のシール評価）

いつ：5/28(火）～6/7（金）
算数の授業中

どこで：教室で

誰が：担任が

誰に：Ａ、クラス全体に

何を：座るための支援

何回：９回

じゅぎょう中は、立ち歩きません

お母さんからのメッセージ

エピソード：授業中立ち歩いて、友だちの文房具を取ってしまう
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担任の成果

●エピソードを書くことにより、対象児の行動を細かく観察するようになり、
今までより更にアセスメントをしっかり行うようになる。

●指導計画作成時に要因分析し、要因と支援との相関性を考えるので、
根拠のある支援ができるようになる。

●対象児のためにプランを考えるのであるが、担任自身がいつ・どの場面で・
どのように動くのかを書き込むため、担任のための支援のシナリオになり、
ぶれのない一貫した指導ができるようになる。

●学級全体への支援を考えるので、支援が必要な全ての児童の行動改善に
つながり、対象児も巻き込んだ集団作りができる。
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発達の連鎖

●対象児が担任や、他の先生、学級の児童、母親から

褒められる機会が増え、自尊感情が高まり、信頼関係に

つながる。

●モチベーションが上がる支援により、苦手なことでもやる

気になり、できるとほめられ、新しいことにも挑戦しようと

する良い発達の循環になる。

●一つの行動が改善されると、その効果が他の行動にも

波及し、改善されていく。

54



「ＣＬＭと個別の指導計画」は

幼児期・低学年の支援が効果的

●発達課題がわかりやすい

●要因分析がしやすい

●少しの支援で成功体験ができる

●子どもの自尊感情が向上しやすい

●子どもとの信頼関係構築がしやすい

●保護者との信頼関係が向上する
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ＣＬＭを活用し、個別の指導計画に取り組むことで
●保育から教育に支援を引き継ぐツールとなる
●人材育成によって保育・教育が変わると子どもの行動が変化する

対象児も 担任も保護者も
学級の
児童も

みんながＨＡＰＰＹ！
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